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。
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９
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国
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口
タ
ー
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ナ
ル
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換
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。

意
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築
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３
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。
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甚
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な
被
害
を
も
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ら
し
た
熊
本
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か
ら
一
年
。
そ
の
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を
も
と
に
、
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を
守
る
た
め
の
よ
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具
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的
な
対
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が
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ま
す
。
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例
を
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、
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法
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指
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地
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共
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関
を
18
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21
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増
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平
成
29
年
5
月
19
日
、
「
平
成
29
年

度
山
口
県
防
災
会
議
」
が
山
口
県
庁
に

て
行
わ
れ
、
本
協
会
の
井
森
浩
視
会
長

が
県
防
災
会
議
委
員
と
し
て
初
め
て
出

席
し
ま
し
た
。
県
防
災
会
議
委
員
と
は
、

県
知
事
を
会
長
と
し
、
行
政
機
関
、
公

共
機
関
、
学
識
経
験
者
等
の
委
員
で
組

織
さ
れ
、
地
域
防
災
計
画
の
作
成
や
そ

の
実
施
を
推
進
す
る
ほ
か
、
防
災
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
も
の
で
す
。

　

山
口
県
で
は
、
平
成
28
年
4
月
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
対

策
の
強
化
、
避
難
所
の
環
境
改
善
、
物

流
機
能
の
早
期
回
復
等
の
災
害
対
策
の

強
化
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
進

め
る
た
め
県
防
災
会
議
条
例
を
改
正
。

指
定
地
方
公
共
機
関
を
18
か
ら
21
に
増

や
し
ま
し
た
。
こ
の
改
正
を
受
け
て
、

本
協
会
を
含
む
歯
科
医
師
会
や
薬
剤
師

会
の
３
団
体
の
会
長
が
新
た
に
平
成
28

年
11
月
1
日
に
県
防
災
会
議
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。 

　

本
協
会
は
こ
れ
ま
で
も
山
口
県
と

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策

業
務
に
関
す
る
協
定
書
」（
平
成
10

年
）
、「
家
畜
伝
染
病
発
生
時
に
お
け
る

防
疫
業
務
に
関
す
る
協
定
書
」（
平
成

29
年
）
を
締
結
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

防
災
上
重
要
な
役
割
を
担
う
団
体
と
し

て
、平
成
29
年
4
月
11
日
付
け
で
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
く
「
指

定
地
方
公
共
機
関
」
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今

後
災
害
対
策
基
本
法
で
求

め
ら
れ
て
い
る
防
災
業
務

計
画
に
協
力
し
、
災
害
時

に
は
応
急
・
復
旧
の
取
組

を
行
う
な
ど
災
害
の
発
生

に
備
え
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
各
県
建
設
業
協

会
全
体
と
し
て
は
、
平
成

29
年
４
月
現
在
、
全
国
で
指
定
地
方
公

共
機
関
に
指
定
さ
れ
て
い
る
協
会
は
、

本
協
会
を
含
め
18
県
の
み
、
県
防
災
会

議
委
員
に
い
た
っ
て
は
、
13
県
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
中
国
地
区

で
は
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
議
に
は
県
や
市
町
の
担

当
者
の
ほ
か
、
民
間
企
業
、
学
識
関
係

者
ら
な
ど
お
よ
そ
50
名
が
参
加
。
開
会

に
あ
た
り
、
会
長
の
村
岡
嗣
政
山
口
県

知
事
か
ら
「
熊
本
地
震
か
ら
１
年
。
被

災
地
で
は
い
ま
だ
多
く
の
方
が
仮
設
住

宅
で
生
活
し
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
支
援

が
必
要
な
状
態
。
一
日
も
早
く
復
興
が

進
む
よ
う
に
応
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
も

起
こ
り
う
る
と
い
う
気

持
ち
で
、我
が
県
で
も
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
熊
本
地
震

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
、
他
県
か
ら
応
援
を

受
け
る
受
援
体
制
の
整
備
や
、
救
援
物

資
管
理
機
能
（
県
総
合
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
）
の
活
用
、
住
民
に
よ
る
主
体
的

な
避
難
所
運
営
の
促
進
な
ど
、
災
害
の

混
乱
時
に
も
迅
速
に
対
応
が
で
き
る
よ

う
具
体
的
な
修
正
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
熊
本
地
震
の
際
に
問
題
と
な
っ
た

車
中
泊
な
ど
に
よ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
の
予
防
対
策
も
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

計
画
の
中
で
、
本
協
会
の
役
割
と
し

て
は
①
災
害
時
に
お
け
る
被
害
情
報
の
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集
・
伝
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へ
の
協
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に
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、
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の
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、
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を
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る
内
容

と
な
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て
い
ま
す
。 　
　

　

本
協
会
で
は
こ
れ
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も
、
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、
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動
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、
日
頃
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の
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災
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に
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的
に
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組
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す
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建
設
業
協
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

（
会
長
：
井
森
浩
視
山
口
県
建
設
業
協

会
会
長
、
中
国
５
県
協
会
で
構
成
）
は
、

10
月
23
日
に
松
江
市
の
「
ホ
テ
ル
一

畑
」
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、
中
国
各
県
建
設

業
協
会
の
会
長
を
は
じ
め
役
員
、
国
土

交
通
省
本
省
、
中
国
地
方
整
備
局
、
中

国
各
県
及
び
広
島
市
・
岡
山
市
の
行
政

機
関
、
全
国
建
設
業
協
会
や
建
設
業
振

興
基
金
等
関
係
団
体
な
ど
幹
部
職
員
約

１
０
０
名
が
集
ま
り
、
建
設
業
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

今
後
の
発
展
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
で
は
、
①
公
共
事

業
予
算
の
安
定
的
・
持
続
的
な
確
保
と

国
直
轄
工
事
等
に
お
け
る
地
域
建
設
業

者
の
受
注
機
会
の
拡
大
、
②
働
き
方
改

革
実
現
に
向
け
て
、
③
概
数
発
注
時
の

対
策
、
④
発
注
や
施
工
時
期
の
平
準
化
、

⑤
適
正
な
利
潤
の
確
保
の
５
項
目
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
本
県

協
会
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
ま
と
め
た

①
で
は
、
国
に
対
し
、
地
域
建
設
業
が

引
き
続
き
存
続
し
地
域
の
社
会
資
本
整

備
や
防
災
対
応
を
担
え
る
た
め
に
公
共

事
業
予
算
の
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
確

保
及
び
公
共
事
業
が
減
少
し
て
い
る
地

域
へ
の
予
算
配
分
の
必
要
性
と
、
国
直

轄
工
事
等
に
お
い
て
地
域
建
設
業
者
が

大
手
と
の
Ｊ
Ｖ
な
ど
で
参
入
機
会
の
拡

大
が
図
ら
れ
る
よ
う
入
札
参
加
資
格
要

　

こ
れ
ら
意
見
交
換
会
で
は
、
本
協
会

か
ら
提
出
し
た
国
工
事
に
お
け
る
問
題

点
や
要
望
な
ど
の
議
題
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
ほ
か
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
５
日
に
は
、
企
業
実
務

担
当
者
と
山
口
河
川
国
道
事
務
所
関
係

課
長
等
と
の
意
見
交
換
会
も
同
事
務
所

で
開
催
さ
れ
、
工
事
現
場
で
の
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
、
率
直
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
11
月
29
日
、
村
岡
山
口
県

知
事
及
び
柳
居
県
議
会
議
長
に
対
し
、

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
雇
用
と
経
済

を
支
え
て
き
た
県
内
建
設
業
は
現
在
厳

し
い
経
営
環
境
の
中
で
疲
弊
し
て
お
り
、

次
世
代
へ
の
技
術
・
技
能
の
承
継
や
若

者
の
入
職
促
進
が
困
難
な
こ
と
、
社
会

資
本
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
近
年
、
県

内
で
多
発
し
て
い
る
激
甚
災
害
を
始
め

と
す
る
緊
急
事
態
へ
の
対
応
等
に
お
い

て
地
域
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
も
難
し
い
現
状
を
報
告
し
、
経
営
基

盤
の
安
定
化
に
向
け
た
「
安
定
的
か
つ

持
続
的
な
事
業
量
と
受
注
の
確
保
」
、

そ
し
て
「
適
正
利
潤
の
確
保
」
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
業
界
を
単
な
る
「
発
注

者
と
受
注
者
」
と
い
う
関
係
だ
け
で
な

く
、
「
建
設
業
は
、
社
会
基
盤
整
備
や

災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
な
ど
の
社

会
的
使
命
を
担
う
、
地
域
に
と
っ
て
必

要
な
基
幹
産
業
で
あ
る
。
」
と
の
位
置

づ
け
の
も
と
、
本
県
建
設
産
業
の
維

持
・
発
展
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
要
望

事
項
を
取
り
ま
と
め
提
出
し
ま
し
た
。

①
公
共
事
業
予
算
の
安
定
的
な
確
保
に

つ
い
て
②
公
共
工
事
の
県
内
企
業
へ
の

優
先
発
注
に
つ
い
て
（
地
元
企
業
へ
の

優
先
発
注
、
大
型
工
事
等
の
参
加
へ
の

支
援
、
地
域
維
持
事
業
へ
の
建
設
業
協

同
組
合
等
の
参
加
）
③
持
続
可
能
な
建

設
産
業
育
成
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
「
建
設
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策

定
、
入
札
契
約
制
度
の
改
正
）

　

協
会
と
し
て
は
今
後
と
も
、
国
・
県

に
対
し
要
請
を
行
い
、
地
域
建
設
業
の

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

上：村岡県知事
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意
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催
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要
望
書
を
提
出

県
知
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出


